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糸
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＼
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Y
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(
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｡
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十
J

･
-

育

三
朝
町
財
政
嗣
雛
積
立
姦
金
糸
伽
の
飢
短
に
つ
い
て

､
次
の
と
お
里
三
朝
町
財
政
粥
整
村
立
姦
金
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
地
方
自
治
法

(
昭
和
l
r
十
二
年
法
律
界
六
十
七
号
)
飴
九
十
六
条
舞
L
項
の
規
定
に
よ
か
'
本
.
#
会
の
鼓
決

を
求
め
る
｡

＼

胞
和
四
十
五
年
二
月
十
二
日

二

二

朝

町

長
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出
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弐
月
姑
弐
目
撃
寮
可
決

_ニ
雷
雲
慧
牧
田
好
感
数

等

P

.

　

■

＼

　

n

U

〔
∴
∴
己



第
六
編
　
財
務
　
(
財
政
調
整
積
立
基
金
条
例
)

三
朝
町
財
政
調
整
積
立
基
金
条
例

(
鮎
㌔
新
　
月
　
郎
)

(
設
E
b
J
の
目
的
)

第
l
条
　
災
害
復
旧
､
地
方
債
の
韓
上
償
還
そ
の
他
財
源
の
不
足
を
生
じ
た
と

き
の
財
源
を
R
T
r
み
立
て
る
た
め
､
財
政
調
整
基
金
(
以
下
｢
基
金
｣
と
い

う
0
)
を
設
置
す
る
D

(
苛
立
て
)

第
二
条
　
毎
年
度
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
柘
は
､
青
イ
仲
と
す
る
｡

(

管

理

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

内

第
三
条
　
基
金
に
属
す
る
現
金
は
'
金
融
培
園
へ
の
琵
金
そ
の
他
最
も
確
実
か

つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

2
　
基
金
に
尾
す
る
現
金
は
､
必
要
に
応
じ
､
最
も
梓
r
j
.
(
か
つ
有
利
な
有
価
証

券
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
運
用
益
金
の
処
理
)

第
四
条
　
基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
請
は
､
1
v
E
t
j
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計

上
し
て
'
こ
の
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す
る
o

(
紋
所
迩
托
し

三
二
五
四

第
五
条
　
町
長
は
､
財
政
上
必
琴
か
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
､
控
実
な
繰
l
戻
し

の
方
法
､
相
関
及
び
利
率
を
I
淀
め
て
基
金
に
院
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰

り
番
え
て
,
q
用
す
る
こ
こ
が
で
き
る
｡

(
委
任
)

第
六
条
　
こ
の
条
例
の
定
苧
Q
も
の
を
除
く
ほ
か
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な

事
項
は
'
町
長
が
別
に
定
め
る
.

附
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〔
施
行
期
日
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二
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瑠
政
調
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に
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る
条
例
(
昭
和
9
1
年
丁

了
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条
例



人
そ
の
他
の
包
括
承
継
人
に
讃
涛
す
る
と
き
｡

(
普
通
財
産
の
無
常
貸
付
又
は
減
好
貸
付
)

帯
E
[
粂
　
普
通
財
産
は
､
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
､
こ
れ
を
無
賀

又
は
時
価
よ
り
も
低
い
価
絹
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
0

1
　
他
の
地
方
公
共
川
体
そ
の
他
公
夫
同
体
又
は
公
上
ハ
的
M
I
仕
に
お
い
て
公

用
若
し
く
は
公
共
用
又
は
公
益
事
等
の
用
に
供
す
る
と
き
｡

二
　
地
雷
､
火
災
､
水
害
等
の
災
害
に
よ
り
尊
通
財
産
の
貸
し
付
け
を
受
け

た
者
が
､
当
該
財
産
を
任
用
の
目
的
に
供
し
が
た
い
と
認
め
る
と
き
｡

〔
物
品
の
交
換
)

第
五
集
　
物
品
に
係
る
経
費
の
低
博
を
賢
る
た
め
､
特
に
必
要
が
あ
る
と
詰
釣

る
と
き
は
､
物
品
を
町
T
i
外
の
者
が
所
有
す
る
同
l
喝
群
の
敏
彦
と
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
る
｡

っ
】
　
第
二
桑
第
二
項
の
規
定
は
､
前
項
の
場
合
に
こ
れ
を
準
用
す
る
O

(
物
品
の
譲
与
又
は
減
絹
譲
渡
)

第
六
条
　
物
品
は
､
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
'
こ
れ
を
讃
与
し
､

又
は
時
佃
よ
り
も
低
い
価
鯛
で
譲
渡
す
る
こ
と
か
で
き
る
O

l
　
公
益
上
の
必
要
に
茶
づ
き
､
他
の
地
方
八
4
共
団
体
そ
の
他
公
共
団
体
又

は
私
人
に
物
.
…
を
譲
渡
す
る
と
き
｡

二
　
公
用
文
は
公
共
用
に
供
す
る
た
め
､
寄
付
を
受
け
た
物
品
又
は
工
作
物

の
う
ち
､
そ
の
用
途
を
廃
止
し
た
場
合
に
は
当
該
物
品
又
は
工
作
物
の
解

一

▼

〔
島
中
Ⅹ
〕

体
若
し
く
は
撤
去
に
よ
り
物
品
と
な
る
も
の
を
寄
付
者
又
は
そ
の
相
続
人

そ
の
他
の
包
括
承
継
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
､
寄
付
の
条
件
と
し
て
定
め

た
も
の
を
そ
の
条
件
に
従
い
讃
渡
す
る
と
き
｡

(
物
品
の
無
償
貸
付
又
は
滅
相
貸
付
)

第
七
粂
　
物
品
は
'
公
訴
上
必
要
が
あ
る
と
き
ほ
'
他
の
地
方
公
共
団
体
そ
の

他
公
共
同
体
又
は
私
人
に
転
借
又
は
叫
佃
よ
り
も
低
い
値
細
で
貸
し
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
.
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則

こ
の
条
例
は
'
昭
和
　
　
年
　
月
　
日
か
ら
7
.
川
,
行
す
る
｡

墾
ハ
編
　
財
務
　
(
財
産
の
交
換
､
蔑
与
'
無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
)

三
二
五
三
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金
華
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
ご
ろ
に
エ
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も
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と
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す
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